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• 事業者タスクフォースでは、行政サービスの①利用体験、②共通機能、③手続処理の３つの軸から、事業者
向けに提供されるシステムを整理しているところ。

• この観点から、デジタル庁が事業者向けに整備するシステムのリリース予定と、それを利用して実現される
体験を把握いただくため、DXロードマップの作成を開始。

• 今後ユーザーである事業者のみならず、各省庁においてデジタル庁の整備するシステムのどの部分を活用い
ただき、どんなサービスを事業者に提供可能になるのか検討する材料としていただくことを目的としている。
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事業者向け行政サービスのDXロードマップ作成の目的
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法人
個人事業主

①
利用体験

認証・署名アプリ
（GビズID・商業登記

電子証明書）

事業者向け
ポータル

②
共通機能

決済

法人情報

電子ロッカー

③
手続処理

行政手続申請
（e-Gov）

補助金申請
（Jグランツ）

調達手続（物品・役務）
（GEPS/PP）

調達手続（公共工事）
（電子契約システム）

事業者手続システム

事業者向け行政サービスのDXロードマップ案（※現時点版）

• 必要な手続き情報がワンストップで
アクセス可能に

• 必須・おすすめの手続き情報を受け取れる
• 申請の状況を確認できる

• 過去の提出書類を再利用できる
• オンライン上で書類に電子署名できる

• 法人情報を登録し、2回目以降は自動入力
に

手続きレジストリ（DXS） 共通機能（通知・電子ロッカー）組み込み

民間RP開放準備 ●民間開放開始

リモート署名連携・設計

法人BR連携開発＆自動反映（P）委任機能改善事業所情報連携・審査情報連携

民間連携実証実験と要求抽出 公共サービスメッシュの民間接続（P)

●リモート署名連携開始リモート署名連携・開発/連携テスト

書類をURLの形で閲覧可能

法人BR+データ連携基盤運用

書類をダウンロード可能書類をアップロード可能

次期システム運用<申請処理能力の拡大>（P）

次期システム開発 ●次期システム開始

次システムへ向けた仕様確定

事業者向けポータルとの連携項目及び要件の検討（P） 連携に係る機能改修（P） 継続的な機能改修（P）

次期システム開発（GEPS/PPの統合、GビズIDによるユーザー認証/リモート署名対応（P））

政府共通決済基盤の活用可能性を検討し実装計画を整備（P）

ポータルのあり方の検討 α版の構築 正式版の構築・提供

3




	Default Section
	スライド 1: 事業者向け行政サービスのDXロードマップについて
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4


